






要約:昨年度に引き続きマス・スクリーニング関係機関の協力のもとに保護者の同意が得

られた新生児を対象として,徳島県および香川県においてウィルソン病の新生児マス・ス

クリーニングのパイロットスタディーを実施した。両県で 16,880 名を対象として現行新

生児マス・スクリーニング用乾燥血液濾紙を用いて ELISA 法により血中ホロセルロプラス

ミン濃度を測定しスクリーニングを行った。再測定でも Cut off 値以下であった 118 名に

再採血検査を依頼した。このうち現在までに再採血検査を受けた 46 名中 8名が Cutoff 値

以下であった。この 8名のうち 7名に関して,再々採血検査を行ったが全例正常であった。

初回検査で Cut off 値以下であった症例を在胎週数,出生体重でみてみると,早期産児,低

出生体重児に Cut off 値以下であった例が多かった。さらに,月別に血中ホロセルロプラ

スミン濃度を比較検討したが,季節による変動では一定の傾向は認めらなかったが,測定キ

ットのロットによると考えられる測定値の変動が認められた。


